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『
い
の
ち
を
守
り
』
に
つ

い
て
の
事
業

　

町
の
健
康
課
題
と
し
て
、
高
血
圧

や
高
脂
血
症
、
肥
満
、
糖
尿
病
な
ど

に
よ
る
心
臓
病
や
脳
血
管
疾
患
の
循

環
器
疾
患
が
多
い
事
が
挙
げ
ら
れ
、

県
が
公
表
し
た
お
達
者
度
で
は
、
県

下
で
も
最
も
低
い
と
い
う
結
果
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
健
康
課
題
に
対
応
す
る
た

め
、
働
き
盛
り
世
代
の
頃
か
ら
健
康

づ
く
り
と
介
護
予
防
の
両
取
り
組
み

が
重
要
に
な
り
ま
す
。
家
庭
、地
域
、

行
政
な
ど
が
相
互
に
連
携
・
協
働
し
、

健
康
づ
く
り
の
普
及
啓
発
活
動
を
強

化
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
有
識
者
に
よ

る
「
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
」
に

お
い
て
、
第
二
次
健
康
づ
く
り
計
画

の
進
捗
管
理
を
実
施
し
ま
す
。

　

町
民
の
健
康
管
理
に
つ
き
ま
し
て

は
、
特
定
健
診
や
が
ん
検
診
の
受
診

率
向
上
を
め
ざ
し
、
土
曜
日
や
日
曜

日
の
健
診
実
施
と
受
診
勧
奨
を
行
い

ま
す
。保
健
師
等
に
よ
る
保
健
指
導
、

家
庭
訪
問
、
運
動
や
減
塩
の
教
室
を

開
催
す
る
と
と
も
に
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
利
用
料
金
助
成
な
ど
、
町
民
の
健

康
増
進
に
努
め
ま
す
。

　

が
ん
検
診
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨

年
度
か
ら
50
歳
以
上
の
方
を
対
象
に

胃
が
ん
健
診
内
視
鏡
検
査
を
開
始
し

て
お
り
、
今
年
度
に
お
い
て
も
胃
が

ん
対
策
を
強
化
し
ま
す
。

　

健
康
意
識
の
高
揚
の
た
め
の
「
健

康
ま
つ
り
」、「
健
康
講
演
会
の
開
催
、

感
染
症
予
防
の
た
め
の
予
防
接
種
助

成
及
び
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
費

用
助
成
を
実
施
し
ま
す
。

　

町
内
の
医
療
体
制
に
つ
き
ま
し
て

は
、
医
療
環
境
の
充
実
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
医
療
環
境
向
上

推
進
事
業
を
継
続
し
、
休
診
日
等
の

当
番
制
に
よ
る
診
療
体
制
を
整
え
、

医
療
機
関
に
対
す
る
支
援
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
町
民
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
、
町
内
医
療
機
関
と

連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。さ
ら
に
、

昨
年
度
、
町
独
自
の
包
括
的
手
帳
と

し
て
作
成
し
た
「
広
野
町
健
康
福
祉

手
帳
」
の
普
及
を
進
め
、
医
療
・
福

祉
・
保
健
機
関
が
有
機
的
な
地
域
連

携
を
図
り
ま
す
。

広野町健康福祉手帳

　

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医

療
、
介
護
保
険
に
お
け
る
保
険
税
・

保
険
料
及
び
一
部
負
担
金
に
つ
き
ま

し
て
は
、
上
位
所
得
層
を
除
く
被
保

険
者
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
免
除
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
保
険
税
・
保
険

料
に
つ
き
ま
し
て
は
令
和
３
年
３
月

分
ま
で
、
一
部
負
担
金
に
つ
き
ま
し

て
は
令
和
３
年
２
月
28
日
ま
で
免
除

期
間
が
延
長
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
上

位
所
得
層
の
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

保
険
税
・
保
険
料
及
び
一
部
負
担
金

の
ご
負
担
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
町
の
医
療
費
等
は
、
著
し
く
高

い
水
準
に
あ
り
ま
す
。
特
定
健
康
診

査
の
受
診
率
向
上
、
医
療
費
適
正
化

の
推
進
、
健
康
意
識
の
啓
発
、
医
療

費
分
析
の
結
果
を
活
用
し
た
保
健
事

業
な
ど
に
取
り
組
み
、
各
医
療
制
度

の
事
業
運
営
の
安
定
化
に
努
め
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、

健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
関
係

機
関
と
連
携
し
、
外
出
支
援
サ
ー
ビ

ス
事
業
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
ほ

か
、
高
齢
者
の
見
守
り
体
制
を
構
築

す
る
た
め
「
広
野
ま
る
ご
と
応
援
隊

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
の
普
及
に
努

め
、「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
実
現

に
向
け
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や

高
齢
者
世
帯
の
生
活
支
援
を
充
実
し

て
い
き
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て

は
、
障
害
者
が
自
立
し
た
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
障
が
い
者

自
立
支
援
給
付
事
業
や
地
域
生
活
支

援
事
業
を
通
じ
て
日
常
生
活
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
各
種
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
や
相
談
業
務
の
充
実
に
努

め
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
障
が
い
を

お
持
ち
の
方
で
公
共
交
通
機
関
の
利

　令和２年第１回広野町議会定例会が３月５日（木）

から13日（金）までの会期で開催されました。（６

日（金）から８日（日）までは休会）初日の５日に

は遠藤町長が令和２年度の施政方針を表明しまし

た。これは４月から始まる新年度に向けて、まちづ

くりに対する基本方針や施策を町民のみなさんに説

明するものです。

　町民のみなさんに町政運営の理解を深めていただ

くために、施政方針で挙げた重点事業の抜粋を掲載

します。

用
が
困
難
な
場
合
で
福
祉
事
業
所
の

送
迎
を
受
け
ら
れ
な
い
方
の
た
め
に

通
所
事
業
所
ま
で
の
移
動
支
援
を
引

き
続
き
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成
28
年
度
か
ら
「
い
き
い
き

百
歳
体
操
」
を
実
施
し
て
お
り
ま
す

が
、
令
和
２
年
度
に
お
き
ま
し
て
も

実
施
箇
所
を
増
や
し
、
地
域
の
皆

さ
ん
が
自
主
的
に
活
動
で
き
る
よ

う
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
て
参
り

ま
す
。
必
要
な
方
に
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
が
適
切
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
努

め
、
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予

防
の
一
体
的
な
事
業
を
実
施
し
ま

す
。

　

放
射
線
健
康
管
理
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン

タ
ー
に
よ
る
内
部
被
ば
く
検
査
に
加

え
、
小
学
生
・
中
学
生
を
対
象
と
し

た
Ｄ
シ
ャ
ト
ル
線
量
計
に
よ
る
外
部

被
ば
く
放
射
線
量
の
測
定
、
放
射
線

出
前
講
座
や
講
演
会
を
実
施
し
、
放

射
線
に
よ
る
健
康
不
安
の
軽
減
に
努

め
て
い
き
ま
す
。
大
学
の
教
授
ら
外

部
有
識
者
に
よ
る
「
広
野
町
放
射
線

健
康
対
策
委
員
会
」
を
引
き
続
き
継

続
し
、
放
射
性
物
質
に
よ
る
健
康
影

響
等
に
つ
い
て
、
専
門
家
か
ら
の
適

切
な
助
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
放
射

線
健
康
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。
広

野
町
放
射
線
相
談
室
は
、
さ
ら
に
内

容
の
充
実
に
努
め
、
町
民
が
抱
く
放

射
線
に
関
す
る
各
種
不
安
に
つ
い

て
、
き
め
細
や
か
な
対
応
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
町
民
の
身
近
な
公
民
館

に
お
い
て
自
家
消
費
野
菜
等
の
放
射

能
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を
実
施

し
、
食
品
等
の
安
全
・
安
心
を
確
保

し
ま
す
。

　

母
子
保
健
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ

ど
も
家
庭
課
内
に
設
置
し
た
広
野
町

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

活
用
し
、
妊
娠
か
ら
出
産
、
子
育
て

へ
と
途
切
れ
の
な
い
支
援
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
今
年
度
、
よ
り
一
層
子

育
て
世
代
へ
寄
り
添
い
な
が
ら
支
援

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
出
産
後

１
ヶ
月
を
含
め
た
妊
産
婦
健
康
診

査
、
乳
幼
児
健
康
診
査
、
各
種
予
防

接
種
事
業
、
乳
幼
児
等
医
療
費
助
成

事
業
を
引
き
続
き
実
施
い
た
し
ま

す
。

　

平
成
30
年
度
末
よ
り
開
始
し
た
特

定
不
妊
治
療
費
助
成
に
加
え
、
昨
年

度
か
ら
一
般
不
妊
治
療
費
、
不
育
治

療
費
も
新
た
に
助
成
の
対
象
と
し
ま

し
た
。
引
き
続
き
出
生
並
び
に
子
育

て
に
悩
む
ご
夫
婦
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

全
国
的
に
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
児
童
虐
待
に
つ
き
ま
し
て

は
、
役
場
内
関
係
各
課
及
び
児
童
相

談
所
等
の
福
祉
関
係
機
関
、
学
校
等

の
教
育
関
係
機
関
、
警
察
関
係
機
関

等
と
の
連
携
を
図
り
、
虐
待
防
止
、

早
期
発
見
に
努
め
ま
す
。

　

障
が
い
児
福
祉
に
つ
き
ま
し
て

は
、
町
内
の
障
が
い
児
等
が
通
う
通

所
事
業
所
の
備
品
購
入
費
を
支
援
す

る
な
ど
、
障
が
い
児
の
生
活
環
境
の

改
善
に
努
め
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、広
野
町
安
心
・
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
を
は
じ
め
関
係
機
関
と
緊
密

な
連
携
を
図
り
、
６
号
国
道
等
に
お

い
て
立
哨
活
動
を
毎
月
実
施
し
、
交

通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
ま
す
。
学

校
か
ら
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
に
お

い
て
小
中
学
生
の
徒
歩
通
学
が
実
施

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
交
通
教
育

専
門
員
に
よ
る
、
児
童
・
生
徒
の
交

通
事
故
防
止
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
高
齢
者
が
当

事
者
と
な
る
交
通
事
故
の
減
少
を
図

る
た
め
、
高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主

返
納
支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

防
犯
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地

域
住
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
、
双
葉
警
察
署
、
警
戒
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
、
防
犯
指
導
隊
等
関
係
団
体
と

連
携
を
図
り
犯
罪
の
防
止
に
努
め
ま

す
。
犯
罪
に
対
す
る
抑
止
力
の
向
上

を
推
進
す
る
た
め
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
、
住
宅
用
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

者
に
対
し
経
費
の
一
部
を
支
援
し
ま

す
。

　

防
災
、
防
火
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
活
か

し
、
地
震
に
よ
る
津
波
か
ら
地
域
住

民
の
生
命
を
守
る
た
め
、
関
係
機
関

と
連
携
の
も
と
、
津
波
避
難
訓
練
を

実
施
し
ま
す
。
災
害
発
生
時
に
お
い

て
、
地
域
住
民
を
迅
速
か
つ
確
実
に

避
難
さ
せ
る
た
め
、
防
災
行
政
無
線

や
緊
急
速
報
メ
ー
ル
、
役
場
屋
上
Ｌ

Ｅ
Ｄ
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し

情
報
を
的
確
に
伝
え
ま
す
。
消
防
団

活
動
の
環
境
整
備
を
図
る
た
め
、
小

型
動
力
ポ
ン
プ
付
き
軽
積
載
車
の
入

替
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
消
防
団
、

婦
人
消
防
隊
と
連
携
し
予
防
消
防
に

努
め
、
特
に
高
齢
者
世
帯
に
対
し
て

は
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
火
災

予
防
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

消防団訓練活動の様子（つなぎ放水訓練）

　

い
か
な
る
大
規
模
自
然
災
害
等
が

発
生
し
て
も
、「
致
命
的
な
被
害
を

負
わ
な
い
強
さ
」
と
「
速
や
か
に
復

旧
・
復
興
で
き
る
し
な
や
か
さ
」
を

備
え
た
強
靱
的
な
地
域
社
会
を
構
築

し
、
安
全
で
安
心
な
町
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
の
指
針
と
し
て
「
広
野

町
国
土
強
靱
化
地
域
計
画
」
を
策
定

し
ま
す
。

②�

『
人
を
活
か
し
』
に
つ
い

て
の
事
業

　

農
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
営
農
再

開
８
年
目
と
な
り
ま
す
令
和
２
年
産

米
の
作
付
け
に
つ
い
て
、
福
島
県
よ

り
生
産
面
積
の
目
安
と
し
て
１
４
８

ヘ
ク
タ
ー
ル
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
令

和
２
年
度
に
営
農
を
行
う
農
家
に
対

し
て
は
、
国
の
経
営
所
得
安
定
対
策

を
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
農
業
経
営

の
安
定
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
本
町

の
よ
う
な
中
山
間
地
域
で
は
、
高
齢

化
が
進
む
中
、
平
地
に
比
べ
て
傾
斜

地
が
多
い
な
ど
、
農
業
生
産
条
件
が

不
利
な
面
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
担
い

手
の
育
成
等
に
よ
る
農
業
生
産
の
維

持
を
通
じ
て
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生

を
防
ぎ
、
水す

い
げ
ん源

涵か
ん
よ
う養

、
洪
水
防
止
、

土
砂
崩
壊
防
止
等
の
多
面
的
機
能
を

継
続
的
、効
果
的
に
発
揮
す
る
た
め
、

多
面
的
機
能
支
払
事
業
及
び
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
事
業
を
活

用
し
、
農
用
地
、
水
路
、
農
道
等
の

地
域
資
源
の
保
全
管
理
を
実
施
す
る

た
め
に
必
要
な
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、営
農
再
開
支
援
事
業
を
活
用
し
、

イ
ノ
シ
シ
等
鳥
獣
被
害
対
策
に
取
り

組
み
ま
す
。
併
せ
て
、
本
町
の
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
の
魅
力
や
地
域
ブ

ラ
ン
ド
の
情
報
発
信
を
行
い
、
特
産

品
の
販
売
促
進
や
消
費
拡
大
な
ど
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
で
寄
附
を
し
て

い
た
だ
い
た
納
税
者
の
皆
様
に
、
広

野
産
特
別
栽
培
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
広

野
産
米
で
造
っ
た
日
本
酒
等
を
返
礼

品
と
し
て
送
付
し
、
本
町
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。
令
和
２
年
度

に
お
い
て
も
返
礼
品
の
品
数
を
増
や


